
洞爺湖町議会平成２６年６月会議一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
 ２番 
 小 松   晃 

 

 
１．非核平和の町宣言を

している町として今の

国の動きについて  
 
 
 
 
 
２．町としての子ども子

育て支援策について 
 
 
 
 
 
 

 
（１）今の動きを町長はどのように受け止めて

いるか。 
（２）これを阻止するため、町民の命と暮らし

を守る立場にある地方自治体の首長としてど

う取組もうとしているか。当町も加入してい

る日本非核宣言自治体協議会などに働き掛け

をする考えはないか。 
 
（１）子ども子育て支援法の施行に向けて実施

主体となる町としての計画策定等を具体的に

示せるのはいつ頃になるのか。 
（２）その中で法の枠を越えた町独自の少子化

対策・子ども子育て支援まで考える予定はあ

るか。 
（３）是非とも取組んでほしい対策として、０

歳児、１歳児を保育所に預けるのではなく、

母親の手元で育てられるような独自の支援策

や、事業者（母親の職場）に対しての対策は

考えられないか。 

① 

 

１３番 
 七 戸 輝 彦 

 

 
１．防災に関する講演会

について 
 
 
２．女性の管理職員の登

用について 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．先日出された、町長

の執行方針について、

具体策は 

 
（１）度々、一般質問で片田先生による防災の

講演会開催について取り上げてきた。改めて

進捗状況を伺いたい。 
 
（１）現在の職員数と、女性職員数は。また、

女性職員が占める割合は。 
（２）現在の課長級の職員は何名で、そのうち

女性職員は何名か。 
（３）洞爺湖町が誕生して８年目を迎える。こ

の間課長級に女性職員の登用はあったか。 
（４）近隣の胆振西部市町では、過去から相当

数の課長級の女性職員がいる。洞爺湖町と比

較して多いと思うが、それをどう考えるか。 
 
（１）防災行政無線のデジタル化、とある。度々

申し上げてきたが、以前よりハード面は整っ

ているが、ソフト面（運用次第）については

どのような計画でいるか。 
（２）各産業の振興策で、新たなものがあれば、

具体的に伺いたい。 

② 

 



洞爺湖町議会平成２６年６月会議一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
 ３番 

松 井 保 明 
 

１．空き家対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．交通安全対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．消費者行政について 

 
（１）今国会で成立が見込まれる「空家対策特

措法」について、町としての認識と見解につ

いて 

（２）町として今後空き家対策についての対応

はいかなる施策を考えているのか。（新しい制

度を創設するのか又現状のままか） 

（３）町独自として空き家撤去に対して支援策

を考えられないか。 

 

（１）道路交通法の改正（Ｈ２５年１２月）に

伴い自転車運転者には相当きびしい規制が強

化されることになり、その改正についての認

識と見解について。 

（２）自転車の事故から高齢者をいかにして守

るのか。その対応策は。 

（３）法の改正に伴い、保育所又学校現場では

いかなる対応がなされているか。 

（４）地域住民に対して今般の法改正をどう指

導し協力を求めていくのか。 

（５）新しい保険制度を創設し自転車所有者に

保険加入の努力義務を定めた「自転車安全利

用に関する」条例制定の考えは。 

 

（１）今日の社会情勢の中で目に余る「悪質商

法」についての町としての認識と見解につい

て。 

（２）特に高齢者が標的になっていることから

保護する面からの対応策は。 
（３）高齢者以外の一般住民に対しての啓蒙対

策としていかなる施策を考えているか。 
 

③ 

 

１２番 
 大 西   智 

 

１．学校教育の充実につ

いて 

 

 

２．硬水対策事業の効果

と漏水対策について 

 
（１）町内の小中学校の教育の現状と将来的な

在り方についてどのように考えているのか。 
（２）特色ある教育を進めていく考えは。 
 
（１）事業で何世帯、何人の方々に水が配水さ

れるのか。 
（２）今回の事業で作られる水の量と実際に使

われる水の量との違いはあるのか。 

④ 

 



洞爺湖町議会平成２６年６月会議一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
１２番 
 大 西   智 

 

 

 

 

 

３．洞爺地区振興策につ

いて 

（３）水道水の安定供給を行うために有収率を

高める必要性はないのか。 
（４）年次的な水道管の敷設替え計画はあるの

か。 
 
（１）洞爺地区振興策検討委員会で中間報告が

あったが行政として今後どのような検討をし

ていくのか。 
（２）最終報告の前に多くの地域住民の声を聞

く考えはないのか。 
（３）Ａコープ洞爺店の閉店が今年度予定され

ているが行政としてどの様な考えをもってい

るのか。 

 

６番 
 佐々木 良 一 

 

１．活力ある町づくりと

あらたな観光政策につ

いて 

 
（１）人口減少化社会を向え、若者、生産人口

をいかに増やしていくかが町づくりの重要な

ポイントになると思う。活力ある町づくりの

為、観光産業の新たな分野の開拓が必要と思

うが、次の点について伺いたい。 
 ①滞在型観光とスポーツツーリズムの振興に

ついて 
 ②北海道フットボールクラブとの相互交流支

援協定の内容充実の為の具体的施策の展開

について 
 ③若者定住の為の産業振興策について 

⑤ 

 

 ４番 

 立 野 広 志 

 

１．第６期介護保険事業

計画策定に関して 

 

 

（１）２０１５年から介護保険計画の第６期が

はじまるが、自公政権が強行採決した「医療・

介護総合法案」では、特養ホームに入れる高

齢者を要介護３以上に限定し、要支援１、２

の介護サービスを市町村事業としてボランテ

ィアなどに任せるような検討がなされてい

る。 

①町内の特養老人ホームの入所待機者の状

況、そのうち在宅待機者数の状況を把握し

ているか。 

②施設から在宅へと言いながら定期巡回・随

時対応型訪問介護・看護の指定は地方では

殆どすすんでいない。現状で、在宅を支援

できる体制と言える状況にあるのか。 

⑥ 

 



洞爺湖町議会平成２６年６月会議一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
 ４番 

 立 野 広 志 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．教育行政について 

 

③要支援事業を介護保険から外して町事業へ

移行する問題では、財源・人材不足による

サービス低下や保険利用料引き上げが懸念

されるのではないか。 

④国の処遇改善事業後の調査で、非常勤職員

の給与が逆に下がり人材不足を理由とする

居宅介護施設のサービス休止が全道的に発

生していると聞くが、町内の事業者のサー

ビス実態を把握しているか。 

（２）町は、利用者の負担の増加を招くことな

く継続できるよう、国に改悪をやめ介護事業

者が予防給付、特養入居基準の継続ができる

よう求めていくとともに、介護予防事業の対

策強化を行う考えはないか。 

 

（１）政府は、教育委員会制度を変えるための

「法案」（地方教育行政法改正案）を国会に提

出したが、この内容についての認識と対応を

質します。 

（２）「洞爺湖町教育改善推進委員会の提言書」

にもとづく推進について。 

本年２月１２日、町教育長に標記の提言書

が提出された。この内容は、本町の校長会を

中心に、小中学校教職員、ＰＴＡ代表、教育

委員会とその他関係者の総意によってまとめ

られるものとしては、画期的取組といえます。

これを実効あるものとして推進していく考え

があるのか。そのための施策を質します。 

①提言内容の推進に向けた具体化をはかる体

制はどのように確立するのか。 

  （提言内容の三つの視点ごとの具体化と推

進のための体制や計画・運用の検討やアド

バイスができるマンパワーの確保が必要で

はないか。） 

②提言の内容と、小中学校における個別の学

校経営方針との整合性をどのように図るのか。 

（３）就学援助制度における支給単価の引き上

げ対応について 

①国は消費税８％への増税の影響緩和として

就学援助における支給単価を２．８％上乗

せしたが、町はどのように対応してきたか。 

 



洞爺湖町議会平成２６年６月会議一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
 ４番 

 立 野 広 志 
 

 

 

 

 

３．中学卒業までの医療

費無料化に向けた対策

を改めて問う 

②また、生活保護基準額が引き下げられたこ

とによる、就学援助の認定基準の引き下げ

を行うことなく、従来通り就学援助が受け

られるように配慮されているか。 

 

（１）少子高齢化、定住対策、まちの活性化な

どどれをとっても、子育て世代の雇用と定住

対策は欠かせない課題である。先の議会質問

では「町の財政状況を見て・・・」との答弁

であったが、その後の検討内容を質すととも

に、段階的実施も含めた対策を求める。 

 

 

 ５番 
板 垣 正 人 

 

１．定住移住対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．洞爺湖温泉大通り線

について 

 
（１）平成２３年５月に洞爺湖町内の事業所従

業員を対象とした定住に関するアンケートを

実施しているが、どのような活用をしている

のか。 
（２）若者子育て支援等の町の考えは。 
（３）洞爺湖町内路線バス（７０歳以上無料）

を今後どのように考えているのか。 
（４）町と民間による（仮称）定住促進協議会

の設置をするべきと思うが町の考えは。 
 
（１）以前にも質問しているが、温泉大通り線

の大型車両（バスを除く）の通行が少しでも

減るよう町としても努力するべきと思うが町

の考えは。 

⑦ 

 

１０番 

 越前谷 邦 夫 

 

１．洞爺湖町成長戦略に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）現町政が２期目に入り、町づくり総合計

画を前進させるために、どのような行政手法

を取るのか。理事者の見解を伺いたい。 

（２）北海道新幹線新函館（仮称）開業まで２

年を切り、西胆振・洞爺湖観光に新幹線利用

客を取り込むには地域ブランドの構築、町民

力の向上が鍵といわれているが全体的に取り

組みが見えない。各自治体との連けい、協働、

官民一体となった取り組みの進捗状況は。 

（３）貸切バス事故等の多発により、平成２６

年４月１日施行道路運送法に基づく貸切バス

料金等の制度改正により、町全体、洞爺湖観

光に与える影響は。 

⑧ 

 



洞爺湖町議会平成２６年６月会議一般質問 

質問議員 件     名 質 問 要 旨 備考 
１０番 

 越前谷 邦 夫 

 

 

 

 

 

２．洞爺地区の活性化対

策の一環について 

（４）定住、移住対策は町の存亡に関わる課題

である。特に、２０代、３０代の居住策が重

要である。人口流出を防ぐためには町独自の

居住推進策を強化すべきと思うが。 

 

（１）洞爺地区には源泉井戸が４ヶ所ある。雇

用の場確保、温泉熱利用事業促進のためにも、

（例）トラフグ、スッポン、チョウザメ等の

養殖事業に着手してはどうか。 

 

 


